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◆作り方
①切干大根は水にひたして戻
す。水気を絞ってざく切り
にする。
②鶏ささ身肉は筋を取り除い
て、酒蒸しにし、粗熱が取
れたら手でさく。
③せりは、さっと塩ゆでし冷
水にとる。水気をしぼり、
２～３cm長さに切る。
④白いりごまはすり鉢で軽く
すり、しょうゆ、白ねりごま、
砂糖、だし汁、酢を合わせて、
ごま酢を作る。
⑤ごま酢に切干大根、鶏ささ
身肉、せりを加え、和える。
器に盛って、もみのりを飾る。

切干大根は、食物繊維が豊富で、カルシ
ウム、カリウム、鉄分などのミネラル
も多く含まれています。炒め煮、酢の物、
サラダなどにするのがお勧めです。
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【材料・４人分】

233kcal
塩分 1.5g
【１人分】

｛
（右から）

花野  五十六 さんと
食生活改善推進員
中村  登志江 さん

志賀町

大募集！

募集期間

産品良優 特

詳しくは ･･･

４/１金▶８/31水

志賀町優良特産品

商店・
事業者の
皆さまへ

町の特産としてふさわしい地場産品を大募集！
町が優良特産品の推奨品として販路を拡大し、情報発信します！

・ 町内で生産または加工された物産である
・ 品質などが町地場産品として適当である
・ 食品衛生法、意匠法、計量法などに違反しない

1 東京のアンテナショップで販売を斡旋します！

2 町推奨品としての推奨証票（ロゴマーク）の使用ができます！

3 推奨品パンフレットに掲載します！

4 町などのホームページで情報発信します！

5 商品開発などの講師派遣事業を斡旋します！

町
の
優
良
特
産
品
に
な
る
と

町内に事務所または事業所を営む個人または法
人、その他の団体が生産または加工した物産

品質やブランドイメージが優れている、市場性が十分にある、味や
素材を活かしている、郷土色豊かで志賀町をイメージさせるetc･･･

問商工観光課　☎32-9341

  推奨基準

  募集要件
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▲４グループに分かれ、
　議論する参加者　

  【  地元で活躍する　 ４名の事例発表  】
①(同)菜友館  松村博行氏
②㈱ゆめうらら  裏貴大氏
③ DreamConcierge  梢正美氏
④三浦水産㈲  三浦雄二氏

① ②

③ ④

叙勲・旭日単光章伝達式
貝田の高稔さん

　金沢大学と志賀町とのタウンミーティングが、
２月14日（日）に富来活性化センターで開催されま
した。町民と金沢大学の教員、学生の計70人が、
「地域資源を活用した地方創生」をテーマに意見を
交わしました。
　町側からは、総合戦略等策定委員会委員、商業
者、町の若手職員らが参加し、若者の定住促進＆
魅力あるまちづくり、観光開発、漁業の活性化な
どを四班に分かれて議論しました。
　発表では、「金沢市から近く、自然や食も豊富」
と、手軽な休息地として町を売り出す案や、「温
泉や体育館も充実しているので、健康にいい長期
滞在型の町にする」といった意見が出ました。町外
に出た若者に対し、町の魅力を再認識できる場を
定期的に設け、Uターンにつなげる案も出ました。
　金沢大学の横山壽一・地域連携推進センター長
は「議論することが財産になる。継続してアイデ
アを具体化してほしい」と総括。庄田義則副町長
は「地域自らが考える地方創生では、官民学の連
携が重要」と述べました。
　町では、年内に策定する第二次総合計画に今回
のアイディアを反映し、今後、金沢大学との間で志
賀町の課題解決に資する協定の締結も目指します。

金沢大学とタウンミーティング
【町×地域×学生】地方創生に向けて

　３月６日（日）、志賀町文化ホールで文化協会合同競技大
会が開催されました。文化協会競技部会の主管で将棋・囲
碁の２競技があり、愛好者や教室生などが参加しました。
参加者らは、日頃高めた技能をふるい、各会場で熱戦を繰
り広げました。各種目の入賞者は次のとおりです。（敬称略）

将棋と囲碁で熱戦を展開
志賀町文化協会合同競技大会

将
棋
の
部

1部 ２部

優　勝：橋岡　貴志 優　勝：林　　貞義
準優勝：白山　　誠 準優勝：藤田　由雄
３　位：越後　茂夫 ３　位：一山　清正
３　位：宮本　忠秋 ３　位：橋本　　清

囲
碁
の
部

1部 ２部 ３部

優　勝：稲引　順一 優　勝：工藤　輝夫 優　勝：薄川　満男
準優勝：紙谷　勝正 準優勝：酒井　　稔 準優勝：石塚　　守
３　位：田渕　元昭 ３　位：石田　貞勝 ３　位：盛本　浩吉

叙勲・旭日単光章を受けた高稔さん

　貝田の高稔さんが旭日単光章を受章し、３月１日（火）、
小泉町長から勲記と勲章が伝達されました。
　高さんは、21年間、富来町職員として勤めた後、昭和
58年から３期12年にわたり、富来町議会議員として、議
長や総務常任委員長などを歴任し、町の資源を活用した観
光・農業の振興、文化事業の進展に多大な貢献をました。
　小泉町長が、「リゾートエリアや実験農場の整備などに
ご尽力いただいた。今後も知恵をお借りしたい」と祝福の
言葉を贈ると、「農業に関して、できるだけのことはして
きた。今後も町のため頑張りたい」と話しました。
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全国最高賞を▲
　受けた柳澤君　

　柳澤君の　
年賀状版画作品▶

　全日本年賀状大賞コンクールの版画・小学４～６年生部
門で下甘田小学校５年の柳澤一心君が、最高賞の年賀状大
賞に輝きました。全国2,469点の応募の中から選ばれたこ
の作品は、今年の干支・猿が温泉につかり、抱えたおけ
の中にある柿を食べようといている様子を描いています。
　制作は、図工の授業で２週間ほどかけて作成し、版画
の指導者から、「大きく描いて、自分のオリジナリティを
出そう」との助言を受け、制作に臨みました。
　３月17日㈭、日本郵便㈱の山本裕康北陸支社長は、「彫
刻刀の味が伝わる温かみある作品」と評し、表彰状を手渡
しました。柳澤君は、「受賞にはビックリしたが、機会が
あればまた版画をやってみたい」と話しました。
　この春、閉校する下甘田小学校では、古くから版画が
盛んで、版画教室を盛んに行い、数々の優秀作品が生ま
れてきました。

柳澤君が版画で全国最高賞受賞
第 13回全日本年賀状大賞コンクール

（中央左から）入賞報告に訪れた谷内さん、宮崎君、赤坂君

文化賞・文化奨励賞授与式

高浜小児童が全国金・銅メダル獲得

版画や書の好成績者に授与

全国少年少女選抜レスリング選手権大会

　３月８日（火）、平成27年度文化賞・文
化奨励賞の表彰式を役場で開催し、芸術
文化の各分野で優秀な成績を収めた児童・
生徒を表彰しました。
　文化賞には、全国コンクールで３位以
内の成績を収めた２人が、文化奨励賞に
は、全国での優秀な成績や県内のコンクー
ルで最高賞を収めた15人・１団体が、表
彰状と楯を受け取りました。

　《文化賞》
　高原　奈央　志加浦小２年（絵画）
　福島　悠生　土田小４年（版画）

　３月10日（木）、志賀町ジュニアレスリング教室に所属す
る高浜小学校の児童が、全国大会でメダルを獲得したこと
を守田教育長に報告しました。３月５・６日に東京で開催
された大会には、全国から選手672人が集まり、学年・体重・
男女別にトーナメントで競いました。
　５年42kg級で宮崎楓大君が優勝し、２連覇を達成しまし
た。また、赤坂和哉君（４年45kg級以上）と、谷内志恵里さ
ん（６年36kg級）、岡田夢生さん（４年28kg級）が３位に入賞
しました。それぞれ、「次の大会では優勝したい」と抱負を
述べ、守田教育長は、今後の活躍を期待しました。

《文化奨励賞》　
個人：本谷  万奈　高浜小２年（ 書 ） 、　田村  和　志加浦小２年（作文）、居田  夏樹　堀松小５年（絵画）、比良  優里　堀松小５年（絵画）
　　  平田  愛海　堀松小５年（絵画）、南   　花恋　堀松小６年（歌唱）、野﨑  和夏　土田小１年（手紙）、貞 　 柚希　下甘田小５年（版画）
　　  横山なづな 下甘田小６年（版画）、石田  裕也　下甘田小６年（版画）、三原  裕翔　下甘田小６年（版画）、柳川 虎太朗　下甘田小６年（工作）
　　 丸山菜那子　富来小６年（絵画）、山寺  舞果　富来小６年（ 書 ）、松田  七夕　富来中２年（書）、

団体：加茂小学校６年（版画）　天井 里咲、泉 　祭、西村 綾華、花島 涼太
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針金や糊を使わず、加熱もしない製本技術「エコプレス」を採用しています。

さくら貝
がい

華
はな

ブローチ

貝細工を通じ、親子で伝えるふるさとの魅力と 感謝の心。

研ぎ澄まされた匠の技
さくら貝の華ブローチ。

美
び

智
と も き

紀さん⇨ 090-2120-6977

能登ロイヤルホテル　☎32-3111　FAX 32-3120
（矢蔵谷ラ-１）

FAX 42-2753（共通） FAX 42-2753（共通）
濱口初美さん⇨ 090-8267-3074

※さくら貝万華鏡は、道の駅・ころ柿の里しか旬菜
館（☎ 32-4831）やとぎ海街道（☎ 42-0975）でも販売。

21s
election

志賀町優良特産品
SATOHAMA  MADE

志賀町おすすめの絶品はコレ！

さくら貝
がい

万
ま ん げ き ょ う

華鏡
百花繚乱の美しい世界
さくら貝の万華鏡。

販売期間/通年　税込価格/4,860円　販売期間/通年　税込価格/1,080円

薄く割れやすいさくら貝。匠
の技で割れにくく加工し、立
体的なブローチに仕上げまし
た。華やかな姿形が人気。一
つ一つ丁寧に手作りするので、
複数必要な場合は、ご予約を。

淡いピンク色のさくら貝が
万華鏡の中でさまざまに動
き、心癒される美しい世界が
広がります。石川県認定「ふ
るさとの匠」が、恩返しの
気持ちを込めて作った作品。

濱口 初美さん・美 智紀さん親子
はまぐち  はつみ（西海風戸）

profile

能登 36 歌仙貝装飾デザイナー第一人者。
28 年間能登ロイヤルホテルに勤めながら貝
細工教室を開催。多数の賞を受け、県知事賞・
県物産協会会長賞受賞。全国・県推奨品に
指定。平成16年石川県ふるさとの匠に認定。

profile

濱口初美さんの一人娘。小学生から貝細工
を始め、16 歳でレジン・フラワー講師の
資格を取得。貝細工教室の講師や独自の
作品を作る。作品は全国・県推奨品に指定。
平成 22 年石川県ふるさとの匠に認定。

び  ともき（富来地頭町）

紹介
コーナー

紹介
する人

販売

工芸
品

工芸
品

匠
立
し
一
で、
を。

が
動
が
ふ
の

さ

濱
口
さ
ん　

歌
仙
貝
と
出
会
っ
た
の
は
、

中
学
時
代
か
ら
５
年
間
の
闘
病
生
活
を
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
当
時
、
唯
一

の
楽
し
み
は
病
院
の
裏
に
広
が
る
増
穂
浦

海
岸
の
朝
夕
散
歩
。
浜
辺
に
た
く
さ
ん
打

ち
上
が
る
小
貝
の
素
朴
な
美
し
さ
に
心
癒

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
貝
細
工
を
始
め

て
45
年
以
上
。
作
品
を
作
り
な
が
ら
、
体

験
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
色
ん
な
方
が
喜
ん
で
く
れ
、
私

も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。『
さ
く
ら
貝
万

華
鏡
』
は
、
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
の
気
持

ち
を
込
め
作
り
ま
し
た
。
今
後
も
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

美
さ
ん　

幼
い
頃
か
ら
貝
細
工
を
す
る
母

を
手
伝
い
、
そ
の
魅
力
を
知
り
ま
し
た
。
地

元
に
嫁
ぎ
、
今
も
親
子
で
貝
細
工
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
以
前
か
ら
さ
く
ら
貝
で
立

体
的
な
装
飾
品
を
作
り
た
い
と
思
い
、
姿
形

や
強
度
な
ど
を
試
行
錯
誤
し
、『
さ
く
ら
貝

華
ブ
ロ
ー
チ
』
が
完
成
し
ま
し
た
。
娘
の

高
校
卒
業
式
に
初
め
て
付
け
た
思
い
出
の

作
品
で
す
。
私
の
手
掛
け
た
貝
細
工
を
手

に
さ
れ
た
方
の
気
持
ち
が
和
ん
で
癒
さ
れ

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
贈
り
物
の

注
文
が
あ
っ
た
時
は
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
幸
せ
が
訪
れ
て

ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。

直接
注文

西能登の浜辺に打ち上がる『さくら貝』。
幸せを呼ぶさくら貝を使った２品を紹介！


